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生
活
保
護
の
廃
止
の
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
区
で
は
死
亡
に
よ

る
廃
止
が
最
も
多
い
。
査
察
指
導

員
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
精
神
保

健
福
祉
士
の
認
識
、
経
験
、
能
力
、

連
携
や
引
継
ぎ
不
足
に
よ
り
、
高

齢
の
大
家
が
、
自
殺
後
推
定
３
か

月
と
い
う
遺
体
を
発
見
す
る
こ
と

と
な
り
、
大
き
な
精
神
的
苦
痛
、

清
掃
作
業
に
伴
う
肉
体
的
・
精
神

的
苦
痛
、
今
後
、
ア
パ
ー
ト
が
事

故
物
件
と
な
る
こ
と
に
よ
る
経
済

的
損
失
、
区
職
員
と
の
話
し
合
い

に
よ
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け

る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。
こ

の
事
案
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
ク
全
体
の
質
の
向
上
に

 
繋 
が
る
と
考
え
る
。
再
発
防
止
策

つ
なに

関
す
る
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

ご
指
摘
の
内
容
を
参

考
に
、
区
と
し
て
検
証
し
、
よ
り

適
切
な
処
遇
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　

超
高
齢
化
が
進
む
中
、
区
に
は

「
最
低
限
の
保
障
」
と
「
自
立
の

助
長
」
を
い
か
に
果
た
し
て
い
く

か
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
。
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
質
と
量
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
で
は
。

　

区　

長　

各
種
研
修
の
参
加
に

よ
り
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
組
織

体
制
や
業
務
執
行
方
法
な
ど
も
併

せ
て
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
適
切

な
人
的
配
分
に
努
め
て
い
る
。

第
六
中
学
校
跡
地
の 

新
た
な
道
路
整
備
を
問
う

　

用
地
買
収
が
な
く
て
も
地
域
の

重
要
事
項
で
あ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
開
始
ま
で
住
民
に
説
明
が
な

く
乱
暴
で
あ
る
。
住
民
の
理
解
が

な
い
ま
ま
道
路
整
備
を
行
う
の
か
。

　

区　

長　

道
路
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を

得
な
が
ら
整
備
を
進
め
た
い
。

　

国
会
で
憲
法
改
正
論
議
が
本
格

的
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
中
、
区
が

自
治
体
と
し
て
「
憲
法
擁
護
」
と

あ
え
て
宣
言
し
て
い
る
意
義
、
ま

た
、
こ
の
文
言
の
意
味
は
何
か
。

　

区　

長　

こ
の
宣
言
に
お
け
る

憲
法
擁
護
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と

し
て
は
、
憲
法
の
基
本
理
念
で
あ

る
恒
久
平
和
の
希
求
を
表
し
た
も

の
で
あ
り
、
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
宣
言
に
お
け
る
憲
法
擁

護
に
つ
い
て
、
憲
法
に
は
改
正
規

定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
憲
法
改

正
を
否
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

大
震
災
の
発
生
に
備
え
た
対
応
を

　

震
度
６
弱
以
上
で
全
職
員
が
参

集
す
る
と
し
て
い
る
が
、
区
内
及

び
隣
接
区
に
居
住
す
る
職
員
数
は
。

　

区　

長　

参
集
す
る
職
員
２
２

３
３
名
の
居
住
区
は
、
区
内
４
６

４
名
、
隣
接
区
６
１
５
名
で
あ
る
。

　

①
周
囲
か
ら
見
え
づ
ら
い
困
難
、

理
解
さ
れ
難
い
困
難
、
本
人
が
無

自
覚
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
に
、

必
要
な
支
援
や
配
慮
を
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め

ら
れ
る
環
境
が
必
要
で
は
。
②
性

別
・
性
的
指
向
・
性
自
認
に
起
因

す
る
暴
力
や
犯
罪
に
対
し
、
人
権

啓
発
や
関
連
部
署
の
連
携
強
化
な

ど
の
考
え
は
。
③
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
、
障
害
者
や
外
国
人
へ
意
識
が

向
く
取
り
組
み
を
し
て
は
。
④
新

体
育
館
を
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
（
車

イ
ス
）
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
練

習
場
所
等
に
活
用
し
て
は
。

　

区　

長　

①
理
解
促
進
な
ど
区

の
理
念
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
考

え
る
。
②
人
権
意
識
の
向
上
や
連

携
強
化
等
、
検
討
す
る
。
③
多
様

性
の
理
解
促
進
等
の
啓
発
も
取
り

組
む
。
④
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

　

区
内
の
子
育
て
支
援
活
動
の
支

援
に
長
年
か
か
わ
っ
て
き
た
が
、

区
は
市
民
活
動
支
援
に
対
し
消
極

的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
宿
区
で

は
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
綿
菓
子
機
や
着
ぐ
る
み

等
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

公
益
活
動
支
援
に
力
を
入
れ
て
は
。

　

区　

長　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
、
各
種
経
費
的
支

援
に
加
え
、
地
域
に
お
け
る
活
動

と
人
や
物
、
場
所
、
情
報
等
が
的

確
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

新
設
保
育
園
の 

情
報
提
供
を
迅
速
に
せ
よ

　

開
園
が
ほ
ぼ
確
実
な
保
育
園
の

情
報
提
供
を
迅
速
に
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

お
知
ら
せ
で
き
る
状

況
に
な
っ
た
時
点
で
、
な
る
べ
く

早
く
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

　

①
生
活
保
護
受
給
者
が
パ
チ
ン

コ
店
へ
出
入
り
す
る
こ
と
を
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
②
パ
チ
ン
コ

店
へ
の
出
入
り
は
、
不
正
受
給
の

温
床
と
な
る
の
で
は
。
③
適
切
な

運
用
を
す
る
た
め
に
は
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
が
不
可
欠
で
は
。

　

区　

長　

①
生
活
保
護
法
に
パ

チ
ン
コ
を
直
接
に
禁
止
す
る
規
定

は
な
い
が
、
生
活
上
の
義
務
と
し

て
支
出
の
節
約
が
求
め
ら
れ
る
。

②
収
入
を
得
た
場
合
は
、
収
入
申

告
の
義
務
が
あ
る
。
③
組
織
体
制

や
業
務
執
行
方
法
な
ど
を
検
討
し
、

適
切
な
人
的
配
分
に
努
め
て
い
る
。

社
会
に
有
用
な
人
材
を
育
成
せ
よ

　

質
の
高
い
教
育
指
導
の
た
め
に

必
要
に
応
じ
て
学
習
指
導
の
予
算

を
投
入
し
て
い
く
意
思
が
あ
る
か
。

　

教
育
長　

教
育
の
質
の
向
上
に

必
要
な
予
算
を
検
討
し
て
い
く
。

　

①
大
久
保
通
り
か
ら
千
光
前
通

り
へ
高
低
差
９
メ
ー
ト
ル
の
南
北

主
要
区
画
道
路
が
整
備
さ
れ
る
。

原
宿
表
参
道
の
よ
う
な
魅
力
あ
る

坂
道
、
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、

来
街
者
の
お
も
て
な
し
に
つ
な
が

る
魅
力
あ
る
緑
の
整
備
に
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
区
は
ど
う
考
え
る

か
。
②
区
民
の
健
康
増
進
を
進
め

て
い
く
意
味
で
も
、
新
た
な
喫
煙

場
所
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
駅
周
辺
と
住
宅
地

を
つ
な
ぐ
良
好
な
環
境
の
形
成
、

緑
化
の
推
進
、
潤
い
と
ゆ
と
り
の

あ
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
図
り
、
地
区
の
東
側
に
公
園

を
整
備
し
、
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
創
出
す
る
な
ど
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
②
喫
煙
場
所

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

神
田
川
流
域
で
は
、
雨
水
の
ほ

と
ん
ど
が
下
水
管
に
入
る
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
一
定
量
を
超
え
る

雨
が
降
る
と
、
下
水
管
か
ら 
溢 
れ

あ
ふ

た
汚
水
混
じ
り
の
雨
水
が
河
川
に

流
出
し
、
東
京
湾
を
汚
し
て
い
る
。

雨
水
を
下
水
管
に
入
れ
て
流
す
対

策
か
ら
、
活
か
す
、
浸
透
さ
せ
る

対
策
へ
の
転
換
が
必
要
と
考
え
る
。

①
雨
水
の
貯
留
、
浸
透
の
効
果
に

関
す
る
区
の
見
解
は
。
②
家
庭
で

の
雨
水
利
用
促
進
の
た
め
、
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
活
用
等
、
雨
水
タ
ン

ク
天
水
尊
の
設
置
に
向
け
た
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
治
水
対
策
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
②

現
在
、
環
境
へ
の
貢
献
に
つ
い
て

幅
広
く
ポ
イ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
設

け
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

雨
水
利
用
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し

た
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

無
所
属　

む
と
う　

有
子

生
活
保
護
業
務
の
質
の
向
上
を

無
所
属　

近
藤　

さ
え
子

困
窮
す
る
高
齢
者
と

生
活
保
護
を
問
う

無
所
属　

い
な
が
き　

じ
ゅ
ん
子

憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
宣
言
の

意
義
を
問
う

無
所
属　

石
坂　

わ
た
る

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
地
域
を
目
指
せ

無
所
属　

小
宮
山　

た
か
し

公
益
活
動
支
援
の
充
実
を
図
れ

無
所
属　

渡
辺　

た
け
し

生
活
保
護
受
給
者
に適

切
な
対
応
を

無
所
属　

内
野　

大
三
郎

中
野
駅
南
口
再
開
発
を
問
う

無
所
属　

細
野　

か
よ
こ

雨
水
の
地
下
へ
の
浸
透
と

活
用
を
図
る
雨
水
対
策
の
推
進
を

?
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道路大会に
参加

　第５４回東京河川改修促進連
盟の総会及び促進大会が、７
月１４日、調布市グリーンホー
ルで開催されました。
　この大会は、安全で水害の
ない水と緑豊かな潤いあふれ
る生活環境を創るために、河
川改修の早期完遂と内水対策
の早期実現を図ることを目的
としています。
　中野区からは、議長をはじ
めとする議員代表のほか、関
係職員などが参加しました。
　総会では、平成２７年度事業
報告や平成２８年度事業計画の
議決などを行いました。促進
大会では、国会・政府・東京
都に対して、東京全域の河川
改修の早期実施など、治水対
策促進を求める宣言や、総合
的な治水事業の強力な推進と
財源の確保及び増額などを求
める決議を行いました。

河川大会に
参加

　第２７回東京都道路整備事業
推進大会が、１０月１８日、砂防
会館で開催されました。
　この大会は、東京の交通渋
滞の緩和や安全で快適なまち
づくりのために、道路、橋り
ょう、鉄道連続立体交差の整
備などの推進を図ることを目
的としています。
　中野区からは、議員代表の
ほか、関係職員などが参加し
ました。
　大会では、国会・政府・東
京都に対してより良い道路整
備を求める宣言や道路整備財
源の充実強化などを求める決
議を行いました。


